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紐
づ
け
は「
資
格
確
認
書
」が
届
か
な
い

12
月
７
日
「
保
険
証
・
新
規
発
行
停
止
に
抗
議
」
街
頭
宣
伝

近畿反核医師懇談会

「住民の命脅かす」と警鐘

祝園弾薬庫問題で学習会

　

協
会
は
２
０
２
４
年
12
月

７
日
、
理
事
会
前
に
な
ん
ば

・
千
日
前
で
、
従
来
の
健
康

保
険
証
・
新
規
発
行
停
止
に

抗
議
！
保
険
証
を
捨
て
な
い

で
！
と
府
民
に
知
ら
せ
る
街

頭
宣
伝
に
取
り
組
ん
だ
。
小

澤
力
理
事
長
、
戸
井
逸
美
、

冨
本
昌
之
、
矢
部
あ
づ
さ
各

副
理
事
長
、
段
野
和
茂
、
中

村
新
太
郎
各
理
事
、
小
山
栄

三
理
事
・
相
談
役
と
事
務
局

が
参
加
し
た
。

え
ま
す
の
で
絶
対
に
捨
て
な

い
で
く
だ
さ
い
」
と
注
意
を

促
し
た
。

　

街
頭
で
は
従
来
の
健
康
保

険
証
の
期
限
が
切
れ
て
も
、

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い

な
い
人
に
は
資
格
確
認
書
が

届
く
こ
と
な
ど
も
パ
ネ
ル
に

示
し
、
内
容
を
解
説
し
た
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
や
説
明
の
入
っ

た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し

た
。
通
り
か
か
っ
た
男
性

は
、「
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
推

進
は
賛
成
だ
け
ど
、
自
分
自

身
は
ま
だ
保
険
証
を
紐
づ
け

し
て
い
な
い
。
紐
づ
け
は
ど

う
し
た
ら
い
い
だ
ろ
う
か
」

と
尋
ね
て
こ
ら
れ
、
事
務
局

か
ら
「
紐
づ
け
す
る
と
現
状

で
は
『
資
格
確
認
書
』
が
届

か
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
ね
」
と
伝
え
る
と
「
じ
ゃ

あ
、
当
面
保
険
証
は
紐
づ
け

な
い
方
が
い
い
な
」
と
得
心

す
る
場
面
も
あ
っ
た
。

　

国
会
開
会
日
の
２
０
２
４

年
11
月
28
日
、
協
会
・
保
団

連
は
国
会
内
で
集
会
を
開

き
、
地
元
議
員
に
「
保
険
証

を
残
し
て
く
だ
さ
い
」
の
声

を
届
け
、
同
請
願
署
名
を
衆

　

近
畿
の
保
険
医
協
会
や
民

主
医
療
機
関
連
合
会
、
反
核

医
師
の
会
で
つ
く
る
近
畿
反

核
医
師
懇
談
会
は
、
京
都
・

精
華
町
で
防
衛
省
が
進
め
る

祝
園
（
ほ
う
そ
の
）
弾
薬
庫

の
増
設
計
画
の
問
題
点
を
学

ぼ
う
と
２
０
２
４
年
12
月
８

日
に
学
習
会
を
奈
良
市
内
で

開
い
た
。
講
師
で
住
民
運
動

に
取
り
組
む
信
田
宜
司
（
の

ぶ
た
・
よ
し
じ
）
氏
は
「
弾

薬
庫
の
増
強
は
隣
接

す
る
住
民
の
生
活
と

命
を
脅
か
す
」
と
し

て
警
鐘
を
鳴
ら
し

た
。

　

奈
良
市
と
生
駒
市

に
接
す
る
精
華
町
に

は
、
陸
上
自
衛
隊
祝

園
分
屯
地
が
あ
り
、

約
３
０
０
億
円
を
投

じ
て
弾
薬
庫
棟
を
増
設
す
る

予
定
に
な
っ
て
い
る
。
弾
薬

庫
の
近
隣
に
は
住
宅
地
が
広

が
り
、
住
民
か
ら
は
爆
発
の

危
険
性
や
戦
争
の
火
種
に
な

る
の
で
は
と
不
安
の
声
が
上

が
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

同
地
は
終
戦
後
、
米
軍
が

利
用
し
て
い
た
。
今
は
自
衛

隊
の
施
設
だ
が
、
増
強
の
背

景
に
は
岸
田
内
閣
に
よ
る
２

０
２
２
年
12
月
の
安
保
関
連

３
文
書
の
閣
議
決
定
が
あ

る
。
信
田
氏
は
「
憲
法
に
反

し
て
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保

有
を
決
め
、
軍
拡
を
進
め
る

な
か
で
弾
薬
庫
の
増
強
が
決

め
ら
れ
た
」
と
説
明
。
同
地

に
は
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
の
ト

マ
ホ
ー
ク
を
配
備
す
る
懸
念

が
あ
る
と
述
べ
、「
戦
争
に

な
れ
ば
真
っ
先
に
攻
撃
対
象

と
な
る
」
と
指
摘
し
た
。

　

信
田
氏
が
批
判
す
る
の
は

国
の
姿
勢
だ
。
１
９
６
０
年

に
同
地
の
所
管
が
米
軍
か
ら

自
衛
隊
に
移
る
際
、
精
華
町

と
自
衛
隊
の
間
で
、
①
施
設

は
拡
張
し
な
い
②
貯
蔵
能
力

を
増
や
す
場
合
は
事
前
協
議

す
る
―
―
と
の
確
認
書
が
交

わ
さ
れ
た
。
し
か
し
、
国
は

「
現
役
文
書
と
し
て
の
有
効

性
は
失
わ
れ
た
」
と
一
方
的

に
反
故
に
し
た
。「
防
衛
省

は
協
議
に
応
じ
ず
、
説
明
会

さ
え
開
い
て
い
な
い
。
住
民

を
軽
視
し
て
い
る
」
と
批
判

し
た
。

　

信
田
氏
は
「
軍
備
の
増
強

は
安
全
保
障
に
な
ら
な
い
」

と
し
、
自
衛
隊
と
米
軍
の
一

体
化
が
進
む
な
か
で
米
国
の

戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
懸
念

や
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ

る
災
害
の
危
険
性
な
ど
を
挙

げ
、
住
民
の
生
活
と
命
を
脅

か
す
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

参
両
院
議
長
に
提
出
す
る
際

の
紹
介
議
員
を
増
や
そ
う
と

要
請
を
強
め
た
。
全
国
か

ら
、30
協
会
98
人
が
参
加
し
、

大
阪
歯
科
協
会
か
ら
は
玉
川

尚
美
理
事
が
参
加
し
た
。

　

参
院
議
員
会
館
で
開
か
れ

た
国
会
内
集
会
に
は
、
18
人

の
国
会
議
員
が
駆
け
付
け
、

「
保
険
証
の
廃
止
を
延
期
さ

せ
よ
う
」（
立
民
）
、「
現
行

保
険
証
の
廃
止
に
は
道
理
が

な
い
。
マ
イ
ナ
保
険
証
強
要

の
中
止
に
力
を
合
わ
せ
よ

う
」（
共
産
）
な
ど
保
険
証

存
続
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
寄
せ
た
。

　

大
阪
歯
科
協
会
は
同
署
名

を
要
請
日
ま
で
に
１
４
３
９

２
筆
集
約
し
て
い
る
。
こ
の

日
は
、
森
山
浩
行
衆
院
議
員

（
立
民
）
、
辰
巳
孝
太
郎
衆

院
議
員
（
共
産
）
、
倉
林
明

子
参
院
議
員
（
共
産
）
が
そ

れ
ぞ
れ
紹
介
議
員
に
な
る
こ

と
を
快
諾
し
た
。

　

玉
川
理
事
は
①
政
府
が
配

布
し
た
ポ
ス
タ
ー
に
よ
っ
て

誤
解
が
生
じ
現
行
の
保
険
証

を
捨
て
る
事
例
や
ト
ラ
ブ
ル

が
い
ま
だ
に
報
告
さ
れ
て
お

ん
の
声
を
届
け

て
い
き
た
い
」

と
決
意
を
語
っ

た
。

　

議
員
要
請
は

大
阪
選
出
の
衆

参
両
院
議
員
を

中
心
に
８
会
派

42
人
に
働
き
か

け
た
。

り
、
政
府
広
報
の
ミ
ス
リ
ー

ド
に
よ
る
受
療
権
の
危
機
が

生
じ
て
い
る
こ
と
②
政
府
の

マ
イ
ナ
保
険
証
・
医
療
Ｄ
Ｘ

強
行
が
歯
科
医
院
経
営
を
圧

迫
し
て
い
る
こ
と
③
個
人
情

報
保
護
と
個
人
の
プ
ロ
フ
ァ

イ
リ
ン
グ
規
制
を
定
め
る
こ

と
―
―
な
ど
保
険
証
存
続
の

必
要
性
を
訴
え
た
。

　

面
談
に
応
じ
た
辰
巳
氏
は

「
与
党
が
過
半
数
割
れ
の
中

で
委
員
会
ポ
ス
ト
を
独
占
で

き
な
く
な
り
、
国
会
運
営
に

大
き
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い

る
。
私
は
総
務
委
員
会
に
所

属
す
る
こ
と
に
な
り
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
所
管
庁

を
追
求
で
き
る
の
で
、
皆
さ

　

小
澤
理
事
長
は
「
２
日
以

降
も
従
来
の
保
険
証
が
使
え

ま
す
。
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お

持
ち
の
方
も
、
マ
イ
ナ
保
険

証
を
お
持
ち
で
な
い
方
も
今

お
持
ち
の
保
険
証
で
保
険
診

療
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
安

心
し
て
医
療
機
関
を
受
診
し

て
く
だ
さ
い
」
と
訴
え
た
。

矢
部
副
理
事
長
は
、「
保
険

証
が
使
え
な
く
な
る
と
思
っ

て
、
捨
て
て
し
ま
っ
た
人
が

い
ま
す
。
有
効
期
限
ま
で
使

総
務
委
員
会
で
追
及
し
た
い
（
共
産
：
辰
巳
氏
）

保
険
証
残
せ

請願署名を提出する様子（左か
ら、玉川氏、辰巳議員、高本
氏）＝11月28日、衆議院会館

上・街頭でパネルを持って訴える理事役
員、下・市民に署名の協力を呼びかける
様子＝12月７日、なんば駅前

弾薬庫増設の問題点を学ぶ参加者
＝12月８日、奈良市内　　　　　

「保険でより良い歯科」
署名ご協力お願いします

　「保険でより良い歯科」署名は、歯科医療費の総枠拡大と
患者負担の軽減に寄与する請願内容で、歯科医療従事者、国
民・患者がともに取り組めるものです。
　ぜひご家族、スタッフ、そして待合室で患者・取引のある
業者などにも広げていただき、保険でより良い歯科医療の実
現を求めましょう。（11/15号に署名用紙を同封しています）

保険で
よい歯科診療を

大阪連絡会大阪連絡会

－請願内容－
・歯科医療費の総枠拡大
・患者負担の軽減
・保険適用範囲の拡充

国
会
開
会
初
日
に
議
員
要
請

【名称】新会館建設特別会費
【期間】2026年12月31日まで
【寄付金額】１口５千円
【申込方法】協会までお問い合わせください。「新会
館建設特別会費引き落とし承諾証」にご記入の上、
ご返信いただきます。
【税務上の取り扱い】「新会館建設特別会費」として
税務上の必要経費となります 
※新会館建設特別会費は繰延資産に該当し、20万円未満（39
口以下）のものは当該事業年度の経費となり、20万円以上
（40口以上）のものは建設開始時より10年で償却する。 
※新会館建設特別会費は消費税の対象外（不課税）とする。

その他、ご不明な点は事務局までお問い合わせ下さ
い。

新会館建設特別会費のお願い

新会館
建設運動

保険医会館建て替えに伴う

事務所移転の
お知らせ

TEL・FAXとも番号に変更はありません

仮事務所住所： 〒556-0021　大阪府大阪市浪速区幸町
２丁目2-20清光ビル４Ｆ

（大阪府保険医協会401／大阪府歯科保険医協会403）
設置期間：～2026年8月（予定）


